
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

教科書
配布プリント

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

頭痛　顔面痛　頭部神経痛

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患の適否の理解、適応の場合の対応理解　過去の国家試験
の問題を意味を理解した上で回答できるようになる

各コマに
おける

授業予定
顔面部の麻痺

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患の適否の理解、適応の場合の対応理解　特に臨床的に遭
遇する可能性の高いものに関しては経穴を含め標準治療まで理
解する

各コマに
おける

授業予定
頚部疾患　頚肩腕痛

種村　啓司
実務経験と

その関連資格

科  目  名

鍼灸美容学科

鍼灸治療学Ⅲ

科　目　区　分

東洋療法学校協会編教科書　東洋医学臨床論 第4版 　配布プリント

臨床及び国家試験に向けて東洋医学臨床論の教科書の中から、西医的総合知識にて様々な意味合いから正答が導き出せ
るような総合的学習

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

講義室３年生 教室名

基礎医学系の知識がないと、総合的な判断に苦慮することが想像できる　十分に学習しておくこと

担 当 教 員

使用教材

教科書
配布プリント

授業以外での準備学習
の具体的な内容

特になし

第
5
回

第
2
回

教科書
配布プリント

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
3
回

教科書
配布プリント

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

内　　　容

疾患の適否の理解　適応の場合の対応理解　過去の国家試験
問題を意味を理解した上で回答できるようになる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布プリント

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患の適否の理解、適応の場合の対応理解　解剖学、各論との
知識のリンクを密にする　過去の国家試験の問題を回答できるよ
うになる

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

他教科との知識のリンクが必須のため、他教科も十分に学習しておく　また国家試験過去問を含め、様々なパターンの問題に
触れておく

学則の要件を満たす出席率をクリアしたうえで期末試験と小テストの累積点

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

上肢　一般整形

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツのにおける上肢身体動作の特徴を説明できる

各コマに
おける

授業予定
上肢スポーツ障害　①



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

過去の国家試験問題を意味を理解した上で回答できるようにな
る

各コマに
おける

授業予定
まとめ

各コマに
おける

授業予定
下肢スポーツ障害　②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各疾患の適否を学ぶ　適応疾患の標準治療を理解する　過去
の国家試験の問題を理解した上で回答することができる

各コマに
おける

授業予定
消化器系　呼吸器系

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各疾患の適否を学ぶ　適応疾患の標準治療を理解する　過去
の国家試験の問題を理解した上で回答することができる

各コマに
おける

授業予定
耳鼻科系　眼科系　ロコモ　サルコペニア　フレイル

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

①を踏まえた上で標準治療を理解することができる　過去の国
家試験問題を意味を理解した上で回答できるようになる

各コマに
おける

授業予定
上肢スポーツ障害　②

第
15
回

教科書
配布プリント
骨模型

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各部関節痛の原因と特徴を説明できる

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布プリント

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる胸痛　腰下肢痛　①

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
8
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
9
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

①を踏まえた上で標準治療を理解することができる　過去の国
家試験問題を意味を理解した上で回答できるようになる

各コマに
おける

授業予定
胸痛　腰下肢痛　②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

腰痛、腰下肢痛の場合分けと関連する疾患の鑑別ができる

各コマに
おける

授業予定
下肢　一般整形　①

第
10
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
11
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

①を踏まえた上で標準治療を理解することができる　過去の国
家試験問題を意味を理解した上で回答できるようになる

各コマに
おける

授業予定
下肢　一般整形　②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各スポーツの特徴的動作を説明できる

各コマに
おける

授業予定
下肢スポーツ障害　①

第
14
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
12
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

第
13
回

教科書
配布プリント
骨模型

前回迄の内容を踏まえ
て他教科との知識のリン
クを試みる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

①を踏まえた上で標準治療を理解することができる　過去の国
家試験問題を意味を理解した上で回答できるようになる


